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評書

一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の
一
一
年
間
は
、
現
在
の
国
際
政

治
の
基
本
的
枠
組
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
と
一
言

え
よ
う
。
英
国
の
現
代
史
家
ロ
イ
・
ダ
グ
ラ
ス
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
危
機
か

ら
第
二
次
大
戦
の
勃
発
そ
し
て
そ
の
終
了
更
に
は
東
西
冷
戦
の
開
始
に
至

る
こ
の
時
期
の
歴
史
を
附

p
s
h
F号
ミ
ミ
R
さげ
pw
円
。

E
oロ巴吋∞・

刷
吋
君
、
占
号

SH
ミ

S
M
q

包
hsaNU色
-
F
E
S
E詰
・
付
ミ

s

h
N
N
S
S、
NUA
。，N
u
b
-
U
E
S
Z∞M
M
H

字
。
ミ
モ
ミ
芯
む
ミ

モミ

NbhN-NU&・
F
O
E
o
E
g
rと
い
う
四
著
作
を
も
っ
て
カ
バ
ー
し

た
。
右
著
作
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
の
特
徴
は
第
一
に
英
米
政
府
諸
関
係
の

未
刊
行
の
資
料
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
欧
州
の
凋
落
が
進
行
し

て
い
く
同
時
期
の
事
態
の
進
展
を
主
に
英
国
の
視
点
か
ら
辿
っ
た
こ
と
の

二
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
従
来
、
東
西
冷
戦
の
起
源
に
関
心
を
有
す
る
多

く
の
第
二
次
大
戦
史
家
は
、
ド
イ
ツ
の
敗
北
の
見
通
し
が
強
ま
っ
た
四
三

年
以
降
の
米
ソ
関
係
に
焦
点
を
絞
る
傾
向
が
色
濃
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
一
二
八
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
四
年
間
に
つ
い
て
三
著
作
を
あ
て
た
ダ

グ
ラ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
れ
自
体
新
た
な
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

さ
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
付
の
弓
同
さ
み
ミ
&
s
n一
訟
は
、
上
述
の
一
一
年
間

に
生
起
し
た
政
治
変
動
の
中
で
も
欧
州
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
最
も
決
定
的

と
思
わ
れ
る
四

O
年
春
の
フ
ラ
ン
ス
降
伏
か
ら
翌
四
一
年
一
一
一
月
の
日
米

開
戦
に
至
る
約
一
年
半
の
期
聞
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
期
間
内

に
は
第
二
次
大
戦
の
転
換
点
と
形
容
さ
れ
る
独
ソ
戦
の
開
始
も
含
ま
れ
る

こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
お
げ
る
発
展
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点

か
ら
重
要
な
だ
け
で
は
な
く
、
数
世
紀
に
亘
っ
た
「
欧
州
の
時
代
L

の
終

鷲
の
始
ま
り
を
も
画
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
当
時
巌

大
の
同
盟
国
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
降
伏
の
後
に
欧
州
の
覇
権
を
事
実
上

確
立
し
た
ド
イ
ツ
に
対
し
て
単
独
の
抗
戦
の
継
続
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
ド
イ
ツ
と
い
う
純
欧
州
勢
力
の
打
倒

の
た
め
に
合
衆
国
及
び
ソ
連
と
い
う
欧
州
外
の
勢
力
に
決
定
的
な
程
度
に

迄
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
が
本
書
の
題
と

し
て
い
る
「
新
た
な
同
盟
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
結
ん
だ
対
合
衆
国
及
び

対
ソ
同
盟
の
謂
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
ら
二
つ
の
同
盟
の
成
立
過
程
に
つ

き
要
旨
次
の
と
お
り
論
じ
て
い
る
。

一
九
四

O
年
五
月
一

O
日
ド
イ
ツ
は
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、

オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
攻
撃
を
開
始
し
た
。
同
日
チ
ェ
ン
パ
レ
ン
英
首
相
は

戦
争
指
揮
を
チ
ャ
ー
チ
ル
に
譲
り
渡
し
た
。
こ
う
し
て
、
第
二
次
大
戦
は

新
た
な
段
階
に
突
入
し
た
。
程
な
く
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
征
服
の
波
は
前
記
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三
ヵ
国
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
最
大
の
同
盟
国
フ
ラ
ン
ス
を
も
呑
み

込
む
見
通
し
が
濃
厚
に
な
っ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
降
伏
は
た
だ
ち
に
英

本
島
へ
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
直
接
的
な
軍
事
脅
威
の
発
生
を
意
味
し
て
お

り
、
こ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
は
ド
イ
ツ
軍
の
上
陸
を
阻
止
す
る
に
十
分
な
軍

事
力
を
温
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
五
月
末
、
約
二
五

万
に
お
よ
ぶ
英
遠
征
隊
は
フ
ラ
ン
ス
を
見
棄
る
形
で
ダ
ン
ケ
ル
ク
か
ら
の

撤
退
を
敢
行
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
要
請
さ
れ
た
英
空
軍
の
対
仏
派
遣

を
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
拒
否
し
た
の
も
同
様
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
六
月

一
O
日
こ
れ
ま
で
戦
争
の
流
れ
を
見
守
っ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
は
遂
に
ド
イ

ツ
側
に
立
っ
て
参
戦
し
た
。
こ
の
段
階
で
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
を
回
避

さ
せ
う
る
唯
一
の
可
能
性
は
合
衆
国
の
即
時
参
戦
以
外
に
は
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
六
月
一
三
日
フ
ラ
ン
ス
首
相
レ
イ
ノ

l
は
合
衆
国
の
参
戦
を

訴
え
る
悲
痛
な
調
子
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
に
送
っ

た
。
し
か
し
こ
の
窮
余
の
策
も
功
を
奏
す
る
こ
と
な
く
、
結
局
フ
ラ
ン
ス

は
六
月
二
二
日
ド
イ
ツ
の
休
戦
条
件
を
受
け
容
れ
、
降
伏
し
た
。
(
第
一
章

。
目
白
血

2
2
)

フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
が
色
濃
く
な
っ
た
五
月
後
半
に
お
い
て
、
実
は
英
国

の
主
戦
論
者
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
も
必
ず
し
も
全
面
的
に
英
独
和
平
の

選
択
肢
を
排
除
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の
ド

イ
ツ
に
と
っ
て
、
英
仏
両
国
の
軍
事
的
支
配
は
と
も
か
く
、
両
国
の
海
外

植
民
地
就
中
英
連
邦
諸
国
の
全
て
を
自
ら
の
手
中
に
収
め
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
和
平
は
英
独
双
方
に
と
っ
て
実
際
に

あ
り
う
る
べ
き
選
択
肢
と
も
言
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
事
実
ヒ
ト
ラ
ー
が

対
英
国
和
平
提
案
を
行
っ
た
時
、
こ
れ
に
対
し
て
即
座
に
否
定
的
反
応
を

示
し
た
者
は
当
時
の
英
国
内
閣
々
僚
の
中
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
最
終
的
に
は
熟
慮
の
末
に
右
和
平
提
案
を
拒
否

し
、
か
く
し
て
寸
イ
ギ
リ
ス
の
戦
い
L

は
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
抗
戦
の
継
続
を
背
後
で
物
質
的
に
支
え
た
の

は
合
衆
国
の
経
済
援
助
で
あ
り
、
ま
た
苦
戦
の
イ
ギ
リ
ス
の
楽
観
主
義
を

支
え
た
の
は
近
い
将
来
に
合
衆
国
と
ソ
連
と
が
対
独
連
合
国
陣
営
に
参
加

す
る
で
あ
ろ
う
と
の
漠
た
る
見
通
し
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
イ
ギ

リ
ス
の
対
ド
イ
ツ
戦
勝
は
右
二
大
国
の
同
盟
国
と
し
て
の
参
戦
、
言
い
換

え
れ
ば
「
欧
州
戦
争
を
世
界
戦
争
へ
と
転
化
さ
せ
る
こ
と
」
(
匂
・
臼
)
を
通

じ
て
可
能
で
あ
っ
た
。
(
第
三
章
〉
同
Fロ
昨
日

n
司州

E
Z
E
E
-

第
二
次
大
戦
勃
発
か
ら
九
ヵ
月
の
問
、
バ
ル
カ
ン
地
方
は
戦
争
か
ら
あ

る
程
度
隔
絶
さ
れ
た
状
態
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
ソ
連
が
、
ド

イ
ツ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
征
服
と
ほ
ぼ
同
時
に
ぺ
ツ
サ
ラ
ビ
ア
及
び
プ
コ
ピ

ナ
地
方
を
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
奪
取
し
た
時
、
バ
ル
カ
ン
の
「
中
立
地
帯
化
」

に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
欧
州
に
お
げ
る
あ
る
種
の
均
衡
が

破
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ソ
連
を
反
独

北法37(1・ 113)113 



評

の
立
場
に
転
換
さ
せ
る
「
可
能
性
に
託
し
対
ソ
外
交
努
力
L

を
開
始
し
た
。

一
方
、
イ
タ
リ
ア
は
功
を
焦
る
あ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
と
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
侵

略
を
開
始
し
た
。
(
第
四
章
国

E
R
J
H，d
司
O
】

R
W白
]
印
)

一
九
四

O
年
暮
、
イ
ギ
リ
ス
は
北
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
し
て
有
利
な
対

イ
タ
リ
ア
戦
争
を
展
開
し
、
そ
の
結
果
翌
四
一
年
の
春
段
階
に
お
い
て
ム

ツ
ソ
リ
I
ニ
の
「
東
ア
フ
リ
カ
帝
国
」
は
事
実
上
消
滅
し
た
。
こ
の
た
め

ド
イ
ツ
軍
は
イ
タ
リ
ア
軍
援
助
の
た
め
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
進
出
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
遠
征
も
失
敗
に
終
っ
た

た
め
、
ド
イ
ツ
は
バ
ル
カ
ン
地
方
へ
の
進
出
を
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
イ
タ
リ
ア
援
助
の
た
め
に
多
大
の
資
力
を
費
す
に
い

た
っ
た
。
(
第
五
章
宮
丘
町
自
己
巾
)

書

さ
て
、
こ
れ
ま
で
ソ
連
は
枢
軸
国
陣
営
と
連
合
国
陣
営
と
の
聞
に
張
ら

れ
た
タ
イ
ト
ロ

l
プ
を
枢
軸
側
に
傾
斜
し
つ
つ
も
一
応
慎
重
に
歩
み
続
け

て
き
た
が
、
こ
の
綱
渡
り
も
終
り
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ソ
連
は
一
九
四

一
年
四
月
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
の
友
好
不
可
侵
協
定
を
締
結
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
ソ
連
が
ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
支
配
を
認
め
な
い

旨
の
意
思
表
明
で
あ
っ
た
。
独
ソ
の
離
反
は
こ
の
よ
う
に
静
か
な
が
ら
進

行
し
て
い
た
。
だ
が
、
独
ソ
聞
の
離
聞
は
た
だ
ち
に
英
ソ
聞
の
接
近
を
意

味
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
(
第
六
章
叶
E
巾
4
2
司
色
}
(
)
三
)

欧
州
戦
争
の
波
は
大
西
洋
、
地
中
海
に
及
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
遠
く

太
平
洋
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
当
時
中
国
に
対
す
る
戦
争
を
継
続
中
の
日

本
は
ヴ
ィ
シ

l
政
権
に
圧
力
を
加
え
、
イ
ン
ド
シ
ナ
経
由
の
対
中
物
資
補

給
路
を
閉
鎖
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
同
様
に
ビ
ル
マ
・
ル
ー
ト
の
閉
鎖
を
イ

ギ
リ
ス
政
府
に
呑
ま
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
合
衆

国
政
府
は
日
独
伊
三
国
協
定
の
成
立
に
伴
い
、
制
裁
措
置
と
し
て
四

O
年
九

月
対
日
禁
輸
政
策
に
踏
み
切
っ
た
。
更
に
は
ピ
ル
マ
・
ル

l
ト
の
再
開
を

英
政
府
に
要
求
し
、
そ
の
結
果
同
ル

l
ト
は
再
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
欧

州
に
お
い
て
は
合
衆
国
が
イ
ギ
リ
ス
を
支
援
し
、
極
東
に
お
い
て
は
後
者

が
前
者
を
援
助
す
る
と
い
う
図
式
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
は
こ
の

よ
う
な
英
米
間
の
協
力
体
制
に
直
面
し
、
四
一
年
四
月
、
あ
り
う
べ
き
二

正
面
作
戦
を
了
め
回
避
す
る
こ
と
に
日
本
と
同
様
腐
心
し
て
い
た
ソ
連
と

の
中
立
条
約
に
調
印
し
た
の
で
あ
る
。
(
第
七
章
、
H

，
Z
E耳
切
高
宮
田
円
。

わ
-
巾
由
】
守
的
)

四
一
年
六
月
一
一
一
一
日
に
独
ソ
戦
は
開
始
さ
れ
、
開
戦
と
同
時
に
イ
ギ
リ

ス
政
府
は
対
ソ
援
助
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
ソ
連
は
ド
イ
ツ
軍
の
東
進

を
阻
止
で
き
ず
、
英
側
に
第
二
戦
線
開
設
に
代
表
さ
れ
る
軍
事
援
助
の
実

行
を
求
め
る
も
、
一
年
前
の
対
フ
ラ
ン
ス
援
助
と
同
様
に
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
ソ
速
を
満
足
さ
せ
う
る
規
模
の
軍
事
作
戦
行
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
同
政
府
は
主
に
武
器
等
の
物
資
供
給
を
も
っ
て
援
助
公
約
を
満

た
そ
う
と
し
た
。
(
第
九
章
、
H
，
Z
P
-
-
2
0同
〉
口
付
ロ
nm)
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他
方
、
極
東
に
お
い
て
は
日
米
聞
の
軍
事
対
決
の
可
能
性
が
強
ま
っ
て

い
っ
た
。
イ
ン
ド
・
香
港
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
む
連
邦
諸
国
等
と
自

ら
を
結
ぶ
シ

l
・レ

l
ン
防
衛
の
、
必
要
性
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、

日
本
を
敵
に
回
わ
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
歓
迎
す
べ
き
事
態
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
英
帝
国
の
維
持
か
ら
要
請
さ
れ
る
対
日
譲
歩
政
策
が

合
衆
国
側
の
強
い
反
発
を
招
く
こ
と
は
必
歪
で
あ
り
、
こ
の
た
め
イ
ギ
リ

ス
政
府
は
結
局
の
と
こ
ろ
合
衆
国
の
対
日
強
硬
政
策
を
支
持
し
た
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
日
本
参
戦
の
可
能
性
は
よ
り
高
め
ら
れ
た
。
(
第
一

O
章

。-oσ同
-
n
oロ
口
付
同
)

p
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h

一
九
四
一
年
一
二
月
の
イ
l
デ
ン
英
外
相
の
訪
ソ
時
に
、
ソ
連
側
は
独

鮒
ソ
戦
開
始
前
の
ソ
連
「
西
部
国
境
の
回
復
要
求
に
イ
ギ
リ
ス
が
法
的
承
認

7
i
 
紗
を
与
え
る
よ
う
」
強
く
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
英
外
相
は
難
色
を
示
し
つ

日
3け
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
右
承
認
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
個
人
的
コ

nc 伽
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
与
え
、
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
部
で

M

は
こ
の
承
認
問
題
を
巡
り
鋭
い
意
見
の
対
立
が
生
起
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル

伽
ら
は
ソ
連
の
要
求
を
満
た
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
立
場
で
あ
り
、
こ
れ
は

払
同
時
に
合
衆
国
政
府
の
方
針
と
も
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
1

叫
デ
ン
は
戦
後
欧
州
政
治
に
お
い
て
ソ
連
が
果
す
で
あ
ろ
う
圧
倒
的
な
役
割

仰
を
考
慮
に
入
れ
、
ソ
連
の
領
土
要
求
を
認
め
る
べ
き
と
の
立
場
を
採
っ
た
。

。
R

結
局
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
四
二
年
春
に
右
問
題
を
巡
り
対
ソ
譲
歩
を
決
定
し

た
。
こ
れ
に
関
し
ダ
グ
ラ
ス
は
「
四

O
年
後
の
今
日
、
世
界
は
四
一
年
一

二
月
モ
ス
ク
ワ
で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
の
意
味
を
正
面
か
ら
見
裾
え
る
こ
と

を
し
な
か
っ
た
代
価
を
未
だ
に
払
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
」

G
-
z
g

と
述
べ
、
本
書
の
結
び
と
し
て
い
る
。
(
第
一
一
章
宅

R
E
g回
議
一
一
一

章吋。。
ω}
回。ユ印∞旬。。ロ)

本
書
の
要
約
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
と
お
り
、
四

O
年
か
ら
四
一
年
に
か

け
て
の
約
二
年
間
は
そ
の
後
の
欧
州
の
政
治
的
運
命
を
決
し
た
と
も
言
え

る
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
ダ
グ
ラ
ス
の
本
書
は
こ
の
時
期
の
歴
史
的
諸

事
件
を
、
そ
の
後
の
政
治
的
発
展
の
文
脈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
欧
州
の
観
点

か
ら
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た
一
次
資
料
を
集
中
的
に
利
用
し
て
追
求
し
た

最
初
の
著
作
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
行
っ
た
幾

つ
か
の
重
要
な
政
策
決
定
過
程
が
新
た
な
内
容
と
と
も
に
極
め
て
実
証
的

に
解
明
さ
れ
て
お
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
降

伏
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
政
策
及
び
対
ソ
政
策
等
に
つ
い
て
特
に
良
く
当
て

繰
る
。
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た
だ
一
つ
だ
げ
難
点
を
指
摘
す
る
と
、
ダ
グ
ラ
ス
の
扱
っ
た
テ

l
マ
は

は
戦
時
外
交
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
三
軍
の
一
次
資
料
が
利
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
結
果
的
に
当
時
の
英
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
軍
の
役
割



評

(
軍
事
政
策
決
定
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
情
勢
分
析
レ
ベ
ル
に
お
い
て
)
に

つ
い
て
の
十
分
な
考
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
軍
関
係
資
料
は
英
公
文
書
館
で
利
用
可
能
な
だ
け
に
若
干
悔
ま
れ

る
点
で
は
あ
る
。

北法37(1・ 116)116 

書


